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1 はじめに

現在のWeb上には大量のWebページが存在し，そ
の数は日々増加している．Webページには様々な情報
があふれており，インターネットユーザはその膨大な
ページの中から，必要な情報を抽出し，利用すること
ができる．ユーザが一つのWeb ページを閲覧したと
き，必要な情報が足りなければ，他のページで情報を
補足する必要がある．それに対しページに過剰な情報
がある場合，その膨大な情報の中から目的の情報を探
し出す必要がある．このように現在のブラウジング方
法では，サイト運営者が提供している情報しかを閲覧
することができない．また，情報はサイト運営者から
の一方通行配信なので，同じWebページを閲覧してい
るインターネットユーザ同士の繋がりは考えられてい
ない．同じ目的を持ったインターネットユーザグルー
プ（以下グループ）が，特定のWebページを閲覧した
ときに，上記のような情報の過不足があると，同じ苦
労を繰り返してしまう．従って，目的に沿って変化させ
たページを，グループ内で共有する方法があれば，イ
ンターネットユーザはより効率的なブラウジングを行
うことが可能となる．目的に沿ったWebブラウジング
方法として，現在では，Webアノテーションという研
究が進められている [1][2]．Webアノテーションとは，
Webページに対して，注釈のようなものを貼り付ける
ことのできるものである．それに対し本研究では，以
下のような特徴をもつカスタムページ共有システムの
設計を行う．

1. ユーザがWebページをカスタマイズできる．

2. システムがカスタマイズ情報を解析し，カスタマ
イズ情報のみ保存をし，ユーザ同士で共有する．

3. 保存したカスタマイズ情報と元のページ用いて，カ
スタマイズ後のページに復元して表示できる．

本研究におけるカスタマイズとは目的に沿ったページ
になるようにページを変化させることである．そして
カスタマイズ後のページをカスタムページと呼ぶ．ユー
ザの目的に合ったカスタムページを閲覧できることで，
ユーザビリティの向上したページを閲覧することが可

Design and Implementation of a Custom Web Browsing
System for Internet Users.
Ryo Izumi†, Hiroyuki Nishiyama†
†Graduate School of Science and Technology Tokyo Uni-
vesity of Science

差分解析モジュール
ファイル結合モジュール

カスタマイズモジュール Webページカスタマイズ後のWebページ差分ファイル
Webページ

本システム
カスタムページ保存カスタムページ表示

システムユーザ

カスタマイズ後のWebページ
データベース保存表示システムユーザ

図 1: システムフロー

能となる．このようにユーザはシステムを利用し，Web
ページに対して意見を書いたり，情報を追加，削除す
ることで様々な種類のカスタムページを作ることがで
きる．そして，グループ内でそのカスタムページを共
有することで，目的によってWebページが変化する新
たなブラウジングが可能となる．

2 カスタムページ共有システム

本システムは，WEBページをカスタマイズする機
能を有する．さらに，そのカスタムページをグループ
内で閲覧できる仕組みとなっている．このシステムを
実現するためのシステムフローを図 1で示す．カスタ
ムページを保存するときは，本システムのカスタマイ
ズモジュール，差分解析モジュール，データベースを
使用する．カスタムページを表示するときは，本シス
テムのデータベース，ファイル結合モジュールを使用
する．本システムは，上記の二つの内容を兼ね備えた
ユーザインターフェースをもつ．

2.1 ユーザインターフェース

本システムは，Webブラウジングにシステムが直結
するので，Firefoxのアドオンとして開発を行った．ア
ドオンとは Firefoxの拡張機能のことで，ブラウジング
に直結するツールが数多く開発されている [3]．Firefox
のサイドバーで本システムは稼動する．サイドバーで
は，グループ認証を行う．グループ内でカスタマイズ
した現在表示しているWeb ページに対応するカスタ
ムページがWeb掲示板のように一覧表示されるように
なっている．それぞれのカスタムページには，コメン
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③掲示板に書き込まれる
②カスタマイズを行う

①地図がないことを確認

④気になるカスタムページのボタンを押す ⑤スクリプトを適用させる
⑥地図の表示されたページを表示

図 2: 実行例

トが残せるようになっており，ユーザはそのコメント
から，目的に合ったカスタムページを選択し，適用で
きるようになっている．

2.2 カスタムページ作成

カスタムページを作成するときは，カスタマイズモ
ジュールでWebページのカスタマイズを行い，差分解
析モジュールにより差分ファイルを取り出し，データ
ベースに保存する．

• カスタマイズモジュール
カスタマイズモジュールは，Web ページを
javascriptにより動的に変更できる状態にする．変
更可能な状態のWebページは，画像の大きさや文
字の変更などの視覚的なHTMLの操作を可能とす
る．ユーザは，マウス操作などの直感的操作によ
りページのカスタマイズを行う．また，ユーザは
特定のWebページで使用している HTMLの一部
を一時的に保存し，他のWebページに貼り付ける
ことが可能となっている．上記の機能により，必
要な部分の HTML を一つのオブジェクトとして
扱うことができる．

• 差分解析モジュール
カスタマイズ後のページと元のWebページの差分
をとることで，変更部分のみの抽出を行う．

• データベース
抽出されたカスタマイズ情報をコメントと共に保
存する．このとき元のWebページの情報の保存は
一切行わない．

2.3 カスタムページ表示

カスタムページを表示するときは，データベースか
らページに対応する差分ファイルを取り出し，ファイル
結合モジュールにより，元のWebページと結合を行う．

3 実行例

本システムを用いて，簡単な実行例を示してみる．今
回，システムの対象として運河不動産の HP∗を利用し
た．運河不動産の部屋情報を見ると，住所の情報はあ
るが地図の情報がない．本システムを用いて，地図情
報を載せたカスタムページを作成し，利用すると地図
を表示したページを閲覧できることを図 2に示す．地
図の書かれたWebページはグループ内で共有し，閲覧
することができる．このように，システムを利用するこ
とで，Webページに必要な情報を付け加えることがで
き，ユーザの目的に合った閲覧が可能となる．さらに，
グループ内でカスタマイズが繰り返せることで，Web
ページにの拡張性をもたせることができる．

4 おわりに

本研究では，Webページをカスタマイズしそのカス
タムページを共有するシステムを提案した．カスタマ
イズできることで一つのWebページが多様化し，ユー
ザの目的に沿ったWebブラウジングが可能となった．
グループ内で情報を共有し，カスタムページを表示さ
せることで，効率的で無駄の少ないブラウジングを行
うことができる．
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